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ま
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.

わ
れ
わ
れ
の
主
題
は
、
.

府
県
別
の
.

労
働
力
の
.(

粗)

流
出

入に

対
し
て
、

«

金
.
所
得
な
ど
の
経
済
的
要

0
が
ど
の
よ
う
.な
作
用
を
及
ぼ
し
て
い 

る
か
を
、
利
用
可
能
な
労
働
力
の
地
域
間
移
動
資
料
f

と
づ
き
、.
戦

前

;•
戦
後
に
.
わ
た
る
期
間
に
つ
い
て
、
量
的
に

あ

き

ら

か

に

す

る

こ

上

で

あ
る
。

-

, 

•
 

■
 
■

 

■

,

•

'
同
様
の
問
題
は
、
労
働
カ
の
産
業
間
移»-
ど
し
て
、
ま
た
ル
ロ
の
地
域
間
移
動
と
し
て
、
先
学
に
：よ
っ
て
分
析

.が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に 

前
者
で
は
：、(

明
治
期
を
も
含
め
て

)

そ
の
L

l:
'
<b
>
に分析の重点がおかれ、他
方
で
：
は

0

1

後
期
の)

..や
や
&
_
.
か
.^>
.
に
分
析
の 

焦
^
が
あ
わ
さ
れ
て
t
る
。.

こ
れ
に
対
し
、
ゎ
れ

わ

れ
の
研
究
は
労
働
力.の
.地
域
間
移
動
と
い
う
分
析
視
角.を
も
ち
、
さ
ら
に
観
察
期
間
が
昭
和 

戦
霞
.
戦
後
姒
に
わ
た
る
も
の
で
あ'っ
.て
、
^
の
諸
研
究
の
4?
>
間
を
扱
う
も
.の
と
考
ぇ
:̂
れ
る
。

す
で
に
わ
ゎ
わ
れ
は
、
労
働
の
地
域
移
動
'

に
関
す
る
一
.

速
'

の
，研

究

結

果

を

報

告

し

；で
い
る
ぺ
、が

)

、
.
い

ず

れ̂'
-次
の
よ
う
な
点
.

で
A

部

分

的
^
な

も 

の
.て

あ

って
、A
全
般
的

^
な
分
析
で
は
な
い
。
ず
な
わ
ち
、
報

告

〔

1

:

〕

.

で
は
紡
績
労
働
者
の
地
城
間
：移
動
の
機
構
が
、
：.
報

告

〔

2

〕

，：で
は
紡 

県
別
の
労
働
力
流
出
入
と
賃
金
'

所
得
.

.

 

.

.
三

j 

(

四
六
三)

'

- ■. .一、 . 一  ン . へ   _ >. _ .•

. ' . . . . ' i'Nj：-：

APPENDIX
ニ • ■'  ■ . . . . . . . .  . . .

IMPACT OF THE SUPERSTITION ATTACHED 

TO THE “HI-NO E U-MA” YEAR 

ON THE SEX RATIO AT BIRTH IN 1906

Japan has been under the influence of the Chinese culture since well 

over 1000 years ago. It is but natural,. therefore, that the Japanese 

people should adopt the Chinese calendar in their day-to-day life; This 

calendar is evolved from various combinations of the five elements, wood, 

fire, earth, metal and water, with the tw elve animals, mouse, cow, tiger, 

rabbit, dragon, snake, horse, sheep, monkey, hen, dog and boar. To provide 

a large number of combinations each element has also been sub-divided 

into two parts, the upper and the lower.

The year 1906 is represented by the combination the u upper part of 

the fire ” (Hi-no-e) and the“ horse ” (U-ma) and is hence called “ Hi-no-e 

U-ma , For generations there has been a widely prevalent superstition 

in Japan that a woman born in that year is bound to kill her husband 

when married. It is well known that in order to circumvent the impact 

of this superstition a large number of female births during January- 

February and November-December, 1906 were, for examole. registered by 

the parents in December, 1905 and January, 1907 respectively/ Thi$ 

accounts for the high sex-ratio at birth of 108.7 in 1906 flanked by a low 

figure of 102.7 in both the years 1905 and 1907. Incidentally it may be 

mentioned here that the u Hi-no-e U-ma ^ year comes once every 60 years, 

Of late it is observed that this superstition attached to the “ Hi-no-e 

U-ma ” combination is weakening gradually.



• 

:

;

.

三 
ニ
.

:(

四
六
四)

•
 

■
 

.

.

.

績
労
働
の
地
域
間
移
動
に
対
す
る
製
糸
労
働
の
作
用
が
、ヾ

報
告〔

4

〕

：
.

で
は
中
部
地
方
の
製
糸
、
^

員
労
_

市
場
の
地
域
構
*

が
、
そ
れ
ぞ
れ
昭

• 

. 

' 

,

•

•

.

 

.

和
.

戦
前
期
の
資
料

(「

労
働
者
募
集
年
報」

)

に
t

と
づ
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
.。
昭
和
戦
後
期
に
つ
い
て
は
新
規
学
卒
労
働
カ
の
地
域
間
移
動
が
分
析 

さ
れ
、
報

告

，
〔

6

〕

.

に
ま
と
め
ら
れ
て
'
い
.

る

(「

産
業
教
育
調
査」

.「

新
規
学
卒
者
職
業
紹
介
状
況
調
丧
.

」
)

'<
>

こ
の
砠
夂
ロ_

_

わ
れ
わ
れ
の
ナ
ム
バ
リ
ン
グ 

:

で
は
、
報

告
/-
>

3〕
；
 

I

は
、

既

発

表

の

報

告

；：

〔

1

〕

、〔

2

〕

、
\
 C

4
T
;

C

6

w

f

e対
^

、.
'
:そ
の
他
め
地
域
移
動
資
料
'8

前
丨「

道
府
県
間
出
稼
者
調 

蚕」

、
戦
後
{

「

地
域
間
移
動
労
務
需
給
調
查」

)

'\
.

を

加

：え

て

、

：

1

層
全
般
的
な
分
析
を
.

お
こ
：な
：
っ
た
も
：の

.

：で
あ
：る
。

そ
の
意
味
で
こ
の
報
告
は
云
わ
ば 

「

総
論」

と
.

し
：て
の
役
割
を
果
す
.%

の
：で
.

あ
ろ
ぅ
。.
さ
ら
に
報
告〔

1

〕

、

.2〕

、
：

〔

4

〕

、〔

ぞ〕

で

は

、
、
い
，ず

れ

も

労

働

移

動

の

流

出

服

と

流

入

地 

.

を
同
時
に
問
題
と
し
、
.《

ど
こ
か
ら
、
ど
こ
へ
>

ど
：れ
だ
け
と
い
ぅ
分
析
、が
な
さ
れ
た
が
、

こ

の
報
告〔

3

〕

で

は《

ど
こ
か
ら >

 

ど

れ

だ
け
、
 

<

ど

こ

へ》

ど
れ
だ
け
と
い
ぅ
分
ポ
が
お
こ
な
わ
れ
、

扱
わ
れ
る
移
動
劳
働
は
流
出
地
、

流
入
地
の
：い
ず
れ
か
一
方
の
指
定
を
も
つ
だ
け
で
あ 

る
。
こ
の
.
^
か

ら

も

、
；
こ

の
論
文
ば
労
働
の
地
域
移
動
機
構
と
地
域
別
市
場
構
造
に
関
す
る
.
わ
れ
わ
れ
の
.

研

究

作

業

の「

総

論」

で

な

く

て

.は
な

(

5

)

 

. 

•

ら
な
い
。

*

こ
の
研
究
は
産
業
研
究
所
賃
金
*

就
業
構
造
分
析
.

プ
ロ
，ジ
エ
ク
ト
の
研
究
の
一
環
を
な
す
も
.

の
で
あ
る
。
研
究
の
過
程
で
は
終
始
，

経
済
学
部
小
尾
恵
一 

郎
、
尾
崎
巌
'

の
両
助
教
授
か
ら
示
唆
に
富
む
助
言
を
受
け
た
。■
■深
く
感
謝
す
る
。
計
算
、
製
表
等
の
作
業
を
担
当
さ
れ
た
小
俣
英
子
、
大
久
保
昭
子
、
皆
川
登 

起
子
さ
ん
の
労
を
多
と
じ
た
.

い
。

(

1

)

.

た
と
え
ば
梅
村
又
次「

労
働
市
場
構
造
と
労
働
カ
の
産
業
間
移
動」

『

経
済
研
究』

ー
ニ
丄
ー
1

、：.
：
ー
九
六
ー
年
七
月
所
収
。
'

:

、

(

2

)

館
稔
•

岡
崎
陽
一「

地
域
間
に
見
る
労
働
力
移
動
の
類
型J

『

東
洋
経
済
別
冊
夏
季
号』

、

ー
九
六
ー
年
八
月
。

(

S

)
〔

1〕

小
馬
.

西

川『

経
済
学
年
報』

.

四
、

一

九
六
〇
年

-/
T

〕

.

西

川『
三
田
商
学
研
究』

四
丨
ニ
、

一
九
六一

年
六
月
、〔

4〕

西
;|
[

『

商
学
年
報』 

冚
、

1

九
六
一
年
、〔

5〕
Keio Business, 

R
s
f
 

J
,
1
9
6
2
,
〔

6
〕

西

川『

経
済
研
究』

一
三〜

一
、

一
九
六
ニ
年
一
月
。

(

A

こ
の
研
究
の一

部
は
一
九
六
一
.

年 
一
◦
月

(

於
同
志
社
.

大
学)

の
日
本
統
計
学
会
第
二
六
回
大
会
.

で
報
告
さ
れ
た
。『

日
本
統
計
学
会
々
報
一
九
六
.

一
年』 

(

未
刊)

.

参
照
。
刊
行
が
今
日
ま
で
遅
延
し
た
0.

は
'

本
誌
編
集
上
め
都
合
お
ょ
び
若
干
の
拡
充
作
業
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。

：

(

5

)

な
お
，
報

告〔

5

〕

は
，〔

1〕
〜
〔

6

〕

.

の
要
約
英
語
版
で
あ
る
。
 

，

.

は
じ
め
に
論
文
の
梗
概
と
要
約
、
資
料
と
記
号
'

を
掲
げ
る
。
移
動
関
係
資
料
だ
け
で
も
五
指
に
及
ぶ
諸
資
料
を
扱
っ
て
い
る
し
、
ま
た
賃
金

•

所
得
関
係
資
料
も
か
な
り
の
数
を
利
用
ず
る
の
で
，.
そ
れ
ら
の
比
較
‘

検

討
-,
:

照
合
：で
.

叙
廳
$

細
か
く
な
り
、’

全
体
の
論
旨
を
不
当
に
.つ
か
み
に

. 

, 

一'
.

,

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

く
く
す
る
お
そ
れ
が
あ
石
か
ら
で
あ
る
◊

 

:

梗

概

と

：
要
‘
約

n

で
は
、
県
別
労
働
力
の
流
出
と
県
別
平
均
所
得
の
関
速
を
分
析
す
る
。
そ
の
結
果
、
.：労
働
の
県
別
流
出
量
は
流
出
県
の
所
得
水
準
と
逆
相
関

/ 

. ■

 

.

.

.

. 

- 

...
 

'

し
て
い
る
、
あ
る
い
は
所
得
水
準
の
低
い
県
ほ
ど
、

ョ
リ
多
量
の
労
働
カ
を
流
出
し
で
い
る
、
と
云
：え
る
。

■

冚
で
は
、
県
別
労
働
力
の
流
入
と
県
別
平
均
賃
金
の
関
連
を
分
析
す
る
。'
そ
の
結
果
、
劳
微
の
.県
別
流
入
量
は
流
入
県
の
賃
金
水
準
と
順
相
関 

し
て
い
る
。
知
る
い
は
賃
金
水
準
の
.

高
い
県
ほ
、；^

、

ョ
リ
务
量
の
労
齋
カ
が
流
入
し
’

い
る
、
と
云
え
る
。
-

 

右
の
«

察
事
実
は
、
.

戦

前
#.
.

戦
後
の
県
別
諸
資
料
に
よ
る

(

県
間)

ク
ロ
ス
•

'

セ
ク
.

.

シ
ョ
ン
分
析
か
ら
導
か
れ
た
も
の
だ
が
、

へ
資
料
の
乡
■
性
も 

ぁ
っ
て
，)

そ
の
時
間
的
な
変
動
を

(

定
量
的
'5

分
析
す
る
ま
で
に
は
至
グ
て
い
な
い
。

こ
の
報
告
で
は
、
■

む
し
ろ
右
の
よ
ぅ
な
移
動
量
•
収
入 

要
因
の
関
係
が
、

(

戦
前
.

•

戦
後
を
通
じ
で
，

r

不
.

慶
.

で
あ
.

る
.

こ
と
.

を
あ
き
ら
.

か
に
し
た
に
と
.

ど
ま
る
。
'
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で
は
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.

各

県

の

：所

得

水

準

が

，及

.

ぼ
す
効
果
を
分
析
す
'
る
。
、n

;

1

.お
よ
び
n

 

* 

2

で
は
戦
前
期
、

.

.

■

.

.

.

.

.

 

■ 

- 

.

»

.

.
 

一- 

.

.

.

.

.
 

.

D

，̂

お
よ
び
亡‘ 
4

で
は
戦
後
期
の.分
析
が.お
と
な
わ
れ
る
が''戦
前
V
,
戦
後
期
の
：観̂
事
実
を
統l
b

て
、
：労
働
流
出
，
所
得
水
準
の
関
係 

を
確
認
す
る
こ
と
：は
、
：
：

n

，/
5

で
試
み
る
。:'.
て

:
:

.

に 

n

 

•

1

戦

前

(「

県
外
出
稼
请
調
査」

か
ら

. 

f 
1
 

ノ

.

中
央
職
|

介

事

務

局

(

の
毛
に
厚
生
省)

：
の
手
で
太
正
--

四

年

以

降

隔

年

に

：お

之
^

 

(

道
府
県
別)

の
.県

外

出

镓

者

数
を
性
別
、
産
業
別
、
職
種
別
に
知
る
，こ

.
と
が
：で
き
る
。

こ
こ
で
出
稼
者
と
い
ぅ

0

は
、「

市
町
村
を
単
位
と
し
市
町
村
.外
に
出
稼
の
目
的
を
以

; 

-
• 

• 

' 

.

.
• 

• 

. 

.

.

.

.

. 

•

て
.
一
定
期
間
移
動
す
る
^

の
"-
-

で
、「

当
初
よ
り
他
へ
永
住
0

目
的
.

^

$ザ
：離
郷
す
る.も
の」

^

含
ま
&

.
い̂
°
:

し

た

が

：
っ
て
、

m

rt

、
県
外
出
稼

.

.

. 

.

.

.

. 

•

者
お
よ
び
そ
の
合
計
が
記
載
さ
れ
い
る
。

：

^

だ

し

タ

県

内

出

證

数

は

昭

和

九

年

緣

に

^

い
ズ
記
載
が
あ
東
パ
そ
れ
以
前
は
県
外
出
馨
数 

だ

け

で

あ

：る

(

そ
の
場
合
は
、：：
右
の
定
義

中
の

.：：「

ぎ
町
村
尸
ハ
を

「

道

府

県

片

と

：

.

本
:#

か
ぇ'

れ
ば
よ

€

産
桊
計
の)

；各

県

の

男

女1|'

県
外
出
稼
者
数
淹
说
::
'

女

子

県

外

出

稼

者
1

^

と
あ
ら
如
す
。
"

ま
た
■

、
県
別
人
！：

r
S
:

で

^

'

^

^

除

じ

た

出

稼

率

を

.
ぺ
，
-

へ'
,
_へ
¥

，

へ
へ
：
：

:

..

〉

.，-

'

戦

前

期

に

：お

.

け
名
県
別
所
得' 0

_

計
値)

：|

し
絮
は
、.

#

林
省
統
計
表4

• 

■ 

■ 

-
• 

• 

■

る
，
と
の
上
ぅ
な
指
標
を
作
成
し
看
は

1

外
出
窘
の.
|

^

と
の
点
に
つ
い
て
は
、
：さ
ら
に
n

:

r

5

で
詳
し
く
述
べ
る)

.

ブ
^

の

計

算

方

法

は

：左

：の

'

と
お
：り

で

あ
:?
>

。，，r

農
林
省
統
It

表」

：::
:

:

所

収

の

，府

県

別

蓄

農

產
 

物
生
產
価
額
を
県
別
に
集
計
^

拉
の
県
別
:#

猶
農
§

総
価
額
を
県
別
農
家
芦
数
で
除
:̂

て
>

 

県平均生産額を

i

た
。
.

た
だ
し
、.

 

「

帝
国
統
計
年
鑑」

.

：.に

(「

農
林
省
統
計
表
.

」

べ
か
ら)

：県
別
.

に
.

.

「

食
用
、

'

 

園
芸
、

.

0:

芸
農
産
物
総
額」「

が
集
計
さ
れ
：：て
い
る
の
：で
、
.こ
れ
に
マ
ユ

お
よ
び 

県
別
の
労
.働
力
流
出
入
と
賃
金

•

所
得
：
.

.

.

.

•

 

-

H

五

(
S

六
七}
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■.: ' ... .... .. log My log ( M M i (M W ,

，大 正 1 4年 - .2 2 6 --.322* - . 3 1 5 * - ；231
昭 和 3 年 - .3 2 4 * ~ A 2 2 * * ” .456申*

5 年 —.352* - ；454* . - ‘405*ャ -.366*
7 年 - .3 3 3 * : ' —...... — :363** ■—

9 年 ~ .018 ― .050 -.031 - .1 0 6
1 1年 --•104 —.206 - .3 0 7 * — .405**

f

量 n.
. 

^

.

r31
;

l

.

:

f

 

:

.

s

(

r*
 ̂

-

_

(M
/

l
.
r

 

i 

- 

—

味
.
-..
-

-

-l
o
g

 

M

レ

l
o
g

香

：(
M
/
P
r

§

、/
?)

.
，

と̂
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県
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ク
卩
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.

セ
ク
シ
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シ
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相
関
系
数
を
、

_

^

• 

■ 

• 

• 

(

1
4 

ノ
.

_

.

.

感

.5*
'

|

0
5-
3-
1

 

.大
正一

四

昭

和

三
'

'

五
、
七
、ニ
一
年
の
各
年
に
つ
い
て
計
算
し
た
結
果
は
、
表
C

N

O

.

i

'

lの
と
お 

—

/P
31
42
40
36
03
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ぞ 
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'
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1

44
)

観
察
事
実
:2
.

1

•

1

全
体
と
し
て
相
関
係
数
は
さ
ほ
ど
腐
-<

な

い

が

(

？

5

参
照)

、'
.

そ
れ
^

.
轉

- >

:f

 f

 

f

_

f

-.
2
0.
: 

^
 

.
-

半数は

5
%-

、i

l

準
.

で
有
意
で
ぁ
り
、

い
ず
れ
も
マ
ィ
ナ
ス
値
で
I

か
ら
'
 

農

家

生

讓

の

低

y

 

d

l

v

.

 

*
 

V

 

.へ

福
条
.：

.

：ぃ

県

が

ら

は

、
:-
-

f

多

数
0

労

錄

ヵ

流

出(

出
稼)

：
が

あ

つ

ぎ

と

易

て

，い

圹

だ

ろ

う

：。
；
：ほ

か

や

£

，

t

.2
2

.3
2

.3
5

，

デ

-1
0

:1'
°

_

,

'.

と

女

子

で

比

較

す

る

と

：广

女

子

関

係

：の

推

定

値

の

方

が

.

、
ク
や
や
相
関
と
L

て

ば

高

い
，
:p
)

m

稼
者

数(

の 

量
.

10
. 

i 

1
1

 

| 

1
1

:

I 

' 

:
 

I 

. 

g

丨
，
_ 

.

.

"

 

. 

.

5
%
;
-
，
対

数

値
-

と

出

稼

率

舊

：比

較

す

る

と

、
：：：

'

出

稼

率

の

方

が

：
い

く

重
^

•1
r

ごt

3 #
t

7 ¥
t

 •
?
’

，
酸

‘

、
'.
'

そ
の
：大

き

さ

を

年

度

間

で

比

較

.1>
-

え

な

い

が

'
,
と

く

に

昭

和

九

年

に

ば

四

つ

と

も

無

相

関

ヤ

あ

名

こ

2*
•

:

—

_

:

'

:

 

'.'
:
■
*
，
自 

<
と
が
眼
に
つ
く
ブ
 

く 
.

に

リ
^

表 

大

诏
:

■

)

)

.
 

, '
 

'

い
は
富
次
的
.

^

観
察
事
実
で
あ
る
。.3

か
ら
と
く
に
女
子§

出
稼
が
出
身
家
計
の
家
計
所
得
と
男 

子

よ

り

も

強

：い

関

係

を
.
も
つ
：て
い
：る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。，
し
か
し
、

こ
の
事
実
は
ま
た
女
子
出
稼
者
は
男
子
よ
り
も
農
家
出
身
者
が
多
. 

レ
た
め
と
も
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
さ
ら
に
男
子
出
稼
者
を
独
立
し
.

て
扱
わ
ず
男
女
計
と
し
て
い
る
の
で
、
若
干
問
題
が
残
ろ
う
。
均
の
桔 

果
は
.

，「

人
口
庄
力」

の
作
用
が
.

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
.

女
子
で
は
.

か
え
つ
て
出
稼
率
の
•方
で
相
関
の
低
い
も
の
も
見
ら 

れ

る

の

，で
、
早
急
に
一

.

般
化
は
し
え
な
い
。
㈧

の
よ
う
な
結
果
が
、
生
U

.

た
原
因
は
よ
ベ
わ
.

か
ら
な
'

い
。

「

出
稼
者
調
査」

は
市
町
村
委
託
.に
よ 

る
聞
き
取
り
調
査
で
、
相
当
な
バ
ィ
ア
ス
を
含
む
も
の
と
推
察
さ
れ
.

る
が
、
格
別
九
年
に
そ
う
し
た
パ
ィ
ア
ス
が
大
き
か
つ
た
と
考
え
る
理
由
は 

な
い
。
そ
し
て
そ
の
他
相
関
を
乱
す
べ
き
原
因
も
見
当
ち
な
い
の
で
あ
.

る
。

表 2-1-2 流出量ル ) と所得(A,)との 

相関係数〔戦前〕 ' ：.

昭和3 年’ 昭# 7 年 昭和11年

製 糸 ’Ly ::—.028 —,031 - ,1 3 8
紉 m  L, - .1 4 6 ー-056 - - 229

1 ) 自由度: （d .f.) はいずれも4 4である，

n 

V2

戦

前

.

「

労
働
者
募
集
年
報」

.か
ら

社

倉

「

労

響

募

集

年

靜
':

は
募
集
鹿
締
令
に
も
と
づ
く
業
蕭
雇
用
労
働
者
数
.

を
、
昭
和
一
二
年
以
降
一
ニ
年
迄
毎
年
度
に
つ
き
記
載
し
て

、

■ 

- 

. 

■ 

、
• 

. 

V 

. 

.

ペ1)

.

. 

ノ
 

.；

し
る
こ
こ
で
は
、製
糸
業
.
お
ょ
び
魴
績
業
労
|§

者
の
県
外
応
募
数
^

を
七
り
あ
げ
て
、
県
別
農
家
平
均
生
産
額
ん
と
の
相
関
を
求
め
る
。
な
お
、
 

牌

38
29
.

.

る「

.

さ

き

の

「

県
外
V

出
稼
者
調
査
1-
.

も
県
別
の
製
糸
，
紡

績

(

あ
る
'

い
は
餅
織)

：出
稼
者
数
を
■

与
え
て
い
る
が
、
し
か
ー 

%
} 

.
1
.

 

I
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1，

対

「

労
働
者
募
集
年
報」

の
ょ
ぅ
に
応
募
地
•

.

就
業
地
を
ク
•

ロ
ス
さ
せ
た
移
動
表
は
与
え
て
い
な
い
。

雨
産
業
の
県
外 

|

年
.

1

6

 

.
5
:

出
稼
数
と
県
外
応
募
数
と
は
、
：.同

誠
^

 

調
査
誤
差
等
の
道 

I
.

輪

_

..
■

一，
_

「

ザ：

い
か
ら
、

一
致
し
な
.

い
.;-
°

こ
こ
で
は
、

そ
.ぅ̂

た
差
違
ば
本
間
に
付
し
.

て

労

働

者

募

集

年

報

1-
:
.
:
の

情

報

を

利

用
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ぺ
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果
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察

事
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；
推

定.
さ

れ

た

相

関

係

数

ゆ

お

；し
：な
べ

_
そ

低

く

、
，
ゼ

卢

紙

ら
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意

に

離

れ

.
C

太
い
な
バ
。
‘
し

i
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;
由
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V
:
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.
を

'

^
 

ノ
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■

:

糸
；績

へ

.

「

た
が
'

っ
七
、

こ
^

実
験
で
ほ
11

業
種
別
の
県
外
応
募
数
；^

応
募
地
め
'
.農

家

：生

秦

3?
?

»

 
A
 

fn. 

.
 

-
 

.
 
-
V
I
/
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■
 
-»
 
.

:

-J
.

.な

る

け

れ̂

も
^

争

で

に

報

告

爲

ふ

ぐ
^

息

ぐ
^

る
へ
に
お
パ
て
ま
づ
^
く
同
ー
办
 

訪
績
労

県
別
の
労
働
カ
流
出
入
と
賃
金
，
所
得

_

:
 

'

三

七
.

/

J

、L
y

.

(

1

)

大
'

正
十
四
年
か
ら
昭
和
三
年
の
間
は
隔
年
で
ば
な
い
。
三
年
以
降
正
確
に
隔
年
，J

な
っ
て
、
十

一

年
ま
で
続
い
て
い
る
。.
大
正
十
四
年
の
I

報
告
は
昭 

和
三
年
以
降
分
と
や
や
相
違
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
：、
明
ー
ボ
的
な
証
拠
は
な
い
。

3

)

産
樂
分
0*

は

農

業

林

業

水

産

業

、
鉱
業
、
工
業
、
土
木
•

建
築
業
、.
商
業
、
戸
内
使
用
人
、，
雑
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
ぞ
の
な
か
が
職
種
別
に
11
1

分 

'■

さ
れ
て
い
る
が
、
'.

こ
め
.

場
合
は
流
入
県
3

ば
不
明
セ
あ
る
，

(

3

)

 

'
.県
別
の
総
人
口
を
選
ん
だ
。
労
働
力
人
口
を
選
ぶ
方
が
.

一
層
望
ま
し
い
か
も
'

ん
れ
な
い
。
ま
.
た
，
' 

国

勢

調

査

中

間

年

次

(

.

三
、
七
年)
.は
推
計
人
口 

(「

帝 

国
統
計
年
鑑」

)

に
ょ
っ
た
。
十
一
年
は
十
年
国
調
人
口
を
準
用
し
た
。

.

....'"

.f

.

:

.

.

(

4

)

七
年
.の
女
子
出
稼
者
数
は > 

わ
れ
わ
れ
办
参
照
し
た
調
查
報
告
書
で
は
散
佚
し
た
ら
し
く
、:
利

用

で

き

な

か

っ

た
。

';

|
I
I
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A

s
七
o

.•:
f
者
の
県
ら
-^
^

-^
定
に
農
家
生
產
額-か
有
意
な
制
約
要
因
と
し̂
作
用
^
で
い
る
こ
と
を
ノ
ん
見
出
し
で
い
る
：
-0
..
 y J.

こ
^
得
'た
無
：相
関
と
.、
ぅ
^
.
 

実

は

報

告〔

1

〕

、
.〔

2

〕

、

〔

4
.

〕

の
結
果
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。

表2 
.

1
•

1
.の
結
果
と# '
'

応
さ
せ
.て
考
先
る
と
、
移

動

量(

こ
こ
で
は 

流
出
数)
^

業

種

別

に

：分

割

す

れ

ば

：、
專

業

種

別

に

^
ん
ぞ
か
0
1不
特
定
众
要
因
が
作
用
し
て
、
::
:

'よ 

：|

へ
で
あ
つ
て
も
疳
関
 

係
激
は
低
下
す
名
と
思
わ
れ
る
。.そ
^'
1'例
と
し
て
ぐ
'.

「

県
外
出
稼
者
調
査」

.

よ
り
昭
和
五
年
の
土
業
労
働
者
出
稼
数
と
ん
と
め
相
関
を
計
算
す 

tt
ば
:'

H
- 0
S

4

:

.と
：̂

る
。
'業
種
分
割
に
よ
る
效
果
は
、
表2 

i

v

vの
当
該
年
度
業
種
計
の
相
間
係
歎
とく
ら

べ

れ

ば

了
 

^
が

ゆ

く

だ

ろ

方

ぞ

れ

に

荖

も

、..報
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〔

4〕

、
.

〔

2〕

T

，
ま
.

で
あ
る
。
：

「

労
働
者
募
f

 

_

0

製
糸
、''
-

紛
績
労
働
の

(

県
外
応
募
数
0

県
 

判

断 

す
る
ほ
か
ば
な
い
 

O

L
-'
'

..

.
- 

, 

. 

ン

:-
-

:

.

'

.

.

(

1

)

'
.
.ほ
に
織
物
が
昭
和
七
年
，以
降
分
に
掲
載
.

さ
れ
て
い
る
。

-

'

'■
• 

■ 

:

'

■'
, 

■ 

- 

.

I

',
.

■

.

- 

;

.
:

.E

.

勒
1

「

I

学
卒
者
需
餘
調
.査J

ヵ
ら

戦
後
.
に
は
、--
'

戦

前

の

調

查

：に

西

敵

牙

る

継

続

性

：を

も

つ

：た

4;

の

は

乏
.
-

i

Q
。

わ

ず

か.
に
、

新

規

学

卒

者

に

：関
す
る
表
記
の
一
一
：調

査

が

あ

る

に

す

ぎ

な
.

い
。

'

.
 

.

.

.■ 

: 

.

:

.

.

文

部

省
7「

産

業

教

育

調

查

」

1

:

1九

年
.

か

ら

は

.：、
耸

 

た
崧
し
'

 

こ
：れ
は
性
別
：に
は
な
つ
て
い
す 

)

こ
'£
:

で
注
意
す
ぺ
:#

点
は
、
流一
が出
身校

.

1

^

県

で
'^

つ
ー.て
、
'
'
学

卒

者

め

出

身
11
;

で
.
は

な

：
：
；
，
点

で

あ

ろ

ぅ

。

し

か

し

中

卒

.
高

卒

の

雾

.

に
は
、
出
身
校
所
在
地
が
そ
の
ま
ま
出
身
県
だ
と
考
え
で
も
、
：
大
き
&:
.

狂
い
，は
：ネ
ハ
：
と
思
：シ

：

：

：
パ

. 

•
:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

労

働

省「

新
規
高
卒
者
需
給
調
査」

三
五
年
か
ら
^

"

中
卒
‘

^:

卒
亦
働
*:

の
.
県
外
流
出
数
が
、'

性
別
に
お
か
る
.

。
-

な
お
、
ぐJ

の
ほ
か
に
安
定 

所

扱

分

、

学

校

掇

分

が

区

別

で

：き

る

。

;'
-

:

表2 ,2，1 流出量(ル等 ) と所得(め.，m の相関係数〔iT後〕
■； - • • — ■ ___

log N,- log N f tN/P)y (N P々)f

昭 和 2 9守- 

中 卒  

高 卒

-.552**  

+ .031
. .パ. • --.592** 

一 , 388*
.パ

昭 和 3 5年 

高 卒

- .6 5 1 **  

- . 2 9 7 * *
—  .605** 

- .337*

-.698**  

- .  277

- .6 5 2 +*

- .2 6 7

前

者

は

.二
 

■七
、
-:

八
ぺ
ニ
九
年
フ
後
者
は
兰
五
年
に
限
っ
そ
利
用
し
ぅ
る
。
こ
こ
で
は
、
比
較
が
た
め
の
代
表
年
度
と
し
て
一
一
九
年
、
三
'五
年 

を
選
び
、
分
析
げ
る
。
だ
が
年
度
め
叢
違
に
、
調
產
の
湘
發
が
重
故
る
の
で
、：

：

一
一
九〜

三
五
年
の
明
確
な
年
度
間
比
較
は
む
：つ
か
し
い
こ
.と
で
あ 

ろ
ぅ
。.、

学
卒
労
働
ヵ
の
_

県
外
就
業
数
.

を
％
と
.

あ
ら
士
す
。
身

の

添

字
/;
.

ば

李

の

：み

麥

あ

ら

』

-'
1

>

;

.

添
字
な
じ
は
男
へ
•
-

女
訊
を
お
ぢ
わ
す
が
’

中

卒

•

 

高
卒
に
づ
い
て
は
別
に
添
字
は
用
い
な
い
ぺ
人
ロ
巧
で
风
ノ
票
除
し
た

(
N

/
P

r
i

w
l

p

は
，、

新
規
学
卒
者
の
：県
外
就
業
率
で
あ
る
。

.

こ
扛
と
相
関
さ
ぜ
る
所
得
は
^

ニ

九

年

に̂

い

て

ば

齒

民

所

得

诌

書

^

ー
弓
年
所
収

に

づ

い

て

は

：

「

就

業

構

造

基

本

調

蜜

」

：ー1
3

年

所

収

の

三

凼

年

の

：県

別

自

営

業

主

3

 

^

ヤ
あ
る
。'
.

所
得
資
料
が
県
外
就
業
資
料
に
く
.
ら
べ
七
、

：.ー,
年
9

リ

ー

ド

を

も
.

っ
て
い
る
の
，は
、
戦
後
の 

新
規
採
用
：ば
大
体
因
月
に
限
ら
れ
て
い
：る
.

た
：め

セ

あ

る。'
.
':
:

、
一..：..：

:

、
な

お

、
.

沖

縄

：：47)

：.：は

戦

後

：の

対

象

に

は

：入

っ

て

い

.

な

ぃ
T

し

た

が

っ

て

，

表2 

•
 

2

 

,

1

:の

相

関

係 

数

の

自

由

度

性

原

剧

と

し

，七

西

四

で

お

る

が

、
：

.

：ー.1
九
年
に
は
県
民
所
得
推
計
が
ー
-1
_

五
県
分
し
か
利
用
.で
き

:表
-2
-

-.
2

‘
 

1

ー
に
：
は

：
、

i
o
g
N
n
o
g
w
,
(

暴

-:(
N

へ/p
)
v

 

と

：#
.

s

:

九
年)

、
：i"
i

(

s

五
年)

.

と
の 

相
関
係
数
推
定
値
が
示
し
て
あ
る

。

フ 

- 

.

観
察
事
実
2

 

. 

2

へ•
1

,

少
数
の
例
外
を
の
ぞ
げ
ば
、：
得
ら
れ
た
相
関
係
数
は
い
ず
れ
も
 

一
％
水
準
で 

I
I

:

有

意

で

、
：
か
：：つ

マ

ー

ィ

ナ

ス

で

あ

る

か

ら

ク

戦

後

の

新

規

学

卒

労

働

カ

に

づ

い

て

も

、

.

^

#

県
所
得
水
_
が 

2
 

2
 

'低
い
県
ほ
ど
ョ
リ
多
量
の
県
外
就
業
者
を
流
出
さ
せ
て
い
る
と
云
.

え
よ
ぅ
。

.

副
次
的
な
観
察
結
果
と
し
て 

l
:
:
v
:
:

:

は
、

(̂
)

男

女

：計

と

女

子

と

を

比

較

し

て

も

>

:

い

ナ

れ.
.の

相

関

が

高

い

か

は

確

言

し

え

な

い

。
：

^

県

外

就

業

Vi，3 5年は との 相関 であ  

d；f. =33, 35 年 d；f. =44。

県
別
の
労
働
力
流
出
入
と
«

金
，
所
得

三

九

(

四
七一

)



.
渚
数
：の.
_

数
値)

；と
県
外
就
業
率
£

^

比
較
す
名_
:

^

乘
率
の
龙
.が
啟

-

右
の

S
、

^)
を
0

.

1

の
3

、

.̂)

と
結
び
.

つ
け
て
考
え
れ
ば
、

S

か
ら
女
子
の
方
が
男
子
よ
り
■

も
所
得
と
の(

§

相
関
が
強
い
と「

は
、
.

つ
'ね

に
必
ず
し
も
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
、男
女
.
計
の
•

形
で
資
料
を
扱
い
、
见
子
を
別
個
に
切
り
離
し
て
分
析
し
な
か
づ
た
せ
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

.

.

.
- 

-
 

■
 

..... 

,
 

..
 

-
 

.

M

r

:つ
い
て
、

；

n

 

‘

1

.と
n

::
>

:

.

3

の(

結
果
ゆ
整
合
的
で
、'
;'
:
'
県

別

人

ロ

に

対

す

る

流

出

率

の

：方

が

所

得

水

¥

と
|

)1

強
い
相
関
を
見
せ
て
/'

る
。
し

か

し

ゴ
•

'

1

で

も

述

べ

た

：と
.

お
'

り

、
こ
れ
か
：ら

「

人
ロ
の
££

カ」

の

作

用

を

断

定

す

る

の

：は
、
へ
む
令

ら
れ
な
か
っ
た
ノ
知
：
見
：^

が
、'•
■,

由
卒
者
o'

方
が
.

高

畫

よ

冬

も

馨

水

準

ど

相

関

が

強

い

の

は

、
左
の
よ
ぅ
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
ぅ
。
す
な

わ
ち
、
九
ヵ
年
の
義
務
教
育
永
終
克
た
予
供
が
就
業
す
夯
が
進
学
す
る
か
を
決
定
す
る
経
済
的
要
因
と
1>
:

て
は
.、
.：そ
の
家
訏
ヴ
所
得
水
準
は
重
要

な
役
割
を
果
す
だ
ろ
ぅ
。'
.
一

R

い
か
え
.

る
と
、.

(

県
内
"

，
県
外
を
問
わ
ず

)

就
業
率
は
家
計
所
得
水
準
に
依
存
し
、
そ
の
間
：の
関
係
は
負
<0
'

相

関

と

'
な

る

は
ず
で
あ
る
プ
と
こ
石
で
高
卒
者
の
場
合
は
^

ー
年
ま
え
に
ず
で
に
右
^
よ
ぅ
な
決
定
機
權
を
經
て
高
校
に
進
学
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
ゝ
中
卒
就

業
者
：に
く
ら
べ
て
相
対
的
に
高
所
得
階
層
家
計
出
身
者
だ
.

と

考

え

ら

れ

る

。
：
，.そ

し

て

い

ま

ふ

た

た

び

大

学

進

学

.か

高

卒

就

業

か

の

決

定

を

す

べ

き

と
き
に
至
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
相
対
的
に
高
所
得
家
'

計

の

子

供

な

の

：
：

.
で

：
お

：
る

：
か

.

ら
、V
家
計
所
得
水
準
は
か
れ
ら
の
進
学
率(

ぁ

.

る
V

は
そ
れ
と
ゥ
ラ
ン
ラ
に
.

は
就
#*

率)

に
.

.(

比
較
的
低
所
得
階
層
家
計
の
.

子
供
で
あ
.

る
中
卒
者
の
；
場
合
に

V

ら
べ
.
.れ
ぱ)

相
対
的
>,
>
-

」

^

.

^

く
制
%

さ
^

な

、.r
 

(

4

)

で
あ
ろ
ぅ
。

.:

. 

.

:

'
 

, 

. 
:ノ

(

1

)
「

就
業
構
造
蓮
本
調
査」

三
一
年
.

，三
四
年
が
、.
調
丧
年
の
俞
年
時
に
.お
げ
る
就
築
地
等
を
調
査
し
て
い
る
の
で
、
.

.

こ
：れ
ら
の
情
報
を
蓄
積
し
て
ゆ
く
の 

:

が
望
.
ま
し
い
。
 

'

■ 

(

£

)
「

新
規
学
:-
^

者
需
給
調
查」

.

は
昭
和
ー
ー
7\(

？)

年
か
ら
毎
年
あ
る
.
.の
だ
が
、
.

流
出
地
、
流
入
地
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
移
動
表
は
三
五
年
に
は
じ
め
て
作
成
さ 

れ
た
。
そ
し
て
県
別
流
出
•

入
数
に
つ
い
て
も(

当
歡)

自
•

他
県
こ
み
の
数
値
し
か
え
ら
れ
な
い
。

' 

.

(
0
0
)

県
民
所
得(

1

-—

八
年)

と
■

自
営
業
主
所
得
.

(

三
四
年)

と
.

の
相
違
は
、
'

の
.ち
に
見
る
と
.お
り
.(

n 

• 

参
照)

、
炎
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
県
民

-^
得
は

(A) (B) (C)
......：へ .
全 : 観 測 傅

仏)から，柬京，神 
奈川，大阪, 兵 l i  
をのぞぐ

㈤ から，京都,愛 
知，福岡をさらに 
のぞぐ •

log も - .4 5 6 ** (43) . -  .347* (39) — .203 (36):
log T/ —.529** : (44) —，658** (40) — .619** (37)
log Ui - .492** (44) -•559料 (40) -.481* (37)

為等 ) と所得（％>の相関係数〔戦後流出表

止
む
を
得
ぬ
代
用
揩
標
と
し
て
選
ん
だ
に
す
ぎ
な
.
-1
:

:

/

'

,

:

'

(

4

>

中
卒
、
高
卒
者
の
行
動
類
型
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
11
1

.

2

参
照
。

.

,

.

. 

■ 

• 

• 

* 

n

.

 

4:
:

戦

後
^

地
域
間
移
動
労
務
調
¥

?

か
.̂
.

戦
前
の
両
調
蜜
に
.

は
農
林
漁
業
、
あ
る
い
は
鉱
X

業
、
建
設
業
等
.

へ
の
—

節：

出稼も含

*

れV
:

い
る
。
戦
後
に
つ
い
て
は
労
働
者「

地
域

:

間
移
動
労
務
調
S

」

三
三
年
に
ょ
っ
て
、

こ
ぅ
し
た
季
節
的
移
動
労
務
お
-̂

び
そ
の
他
の

1
,

般
労
働
者
の
地
域
間 

移

動

の

様

子

を

知

る

こ

と

が

，で

き

る

。

た

だ

し

"

こ

の

調

査

で

は

職

安

扱

.い

の

移

動

労

働

者

数

し

か

記

録

さ

れ

て 

い
：な

い

点

、

注

意

を

、要

す

る

。

:「

県
外
出
稼
者
調
査」

.

に
ょ
る
と
.
戦

前

で

は

全

国

計

で

年

間

.ほ
ぼ

 

一
0

0

万
名
の 

地
域
移
動
が
あ
っ
允
.

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
戦
後
三
三
>

:

1ー
五
年
に
は
四
〇
万
名
弱
の
移
動
し 

か
.

な
い
勘
定
で
あ
る
-.(「

地
域
間
移
動
労
務
調
査

」

.'

三
■

三
年
と「

「

新
規
学
卒
者
需
給
調
査」

-
式

、

職
安
を
経
由
_

であ内は自由度1)

，
名

：
の

(

総
移
動
と
な
る)

。
'

戦
後
に
も
戦
前
と
同
程
度
の
県
外
移
動
が
あ
つ
た
.

か

否

か

，
ば

，
別

；
と

し

.
て

も

し
な
い
移
動
が
な
お
相
当
程
度
、

.

へ
お.

こ
な
わ

.

れ
て
い

f

\_
'

と
は

_

が
：で̂

ろ
-

ぅ
。

'

,

'

.

'

+.'
+ 

'

■

.

、県

外

べ

の_

節

労

；雪

流

出

数

%
:
.
:
一

 

般
勞
働
者
流
出
数
^

淤
1-

び

：そ
の
：合

計̂
.

=

^

屮
^

と

.'(

三
一
一
年

)

：
 

旗

：民

平

均

所

得^

と
め
相
関
係
'

数
を
推
定
t

だ
。.
.

結
果
ば
表
2

 >
.

 

2

:
.>
2

_

ま
と
办
て
あ
る
。、 

'

-

表
め
㈧

攔
に
は
与
え
^

れ

た

す

べ

て

办

観

測

顧

に

ょ

.

:^
の

全

観

測
 

値
^

ぅ

ち

，

東

京
la)

、「

'

神

奈
Jl
l

r4
-

-

)

、

大

阪
27)

、

丘
ハ
庫
：
_

(

28
:

)

^

四

県

分

を

除

い

：た

檩

本

か

ら

农

め

た

相

閼 

:

が
次
の
(6
)

欄
虼
>

:

こ

れ

が̂

さ

ら
&

愛

知
§

、

京部
：：

c

26
.
y

、
福

岡

(

40)

 >

の
1

ー
1 ;
分
を
除
い
て
計
算
し
た
相
関

'

.'

. 

■ 

.

. 

.

マ

'

(

2

)

 

'

:

 

一：

.,
>
 

-

.

が
最
後
の
( 0
)

欄

に
- '
.

そ
：れ
ぞ
れ
掲
げ.

_て
耘
る
。.

一

パ
観
察
事
実
2

県
別
の
労
働
力
流
出
入
：と
賃
金
：，
所
得

.

‘

推
定
、さ
れ
た
相
関
係
数
は
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表 2. 3 杏極の所得系列と流出率の相幽系数（35牟)
- .  ■■ . . • • . ■ - し .

i 戸平均農家生產額 1 人平:均県民所魚 自営築主平均所得

Ai Vi Ti

.中 卒 (N/P),- - ,248  (44) - .673** (26) >-.698** (44)

中卒（0^/P),- -.322* (44) —.557**(26) -.652**(44)

1 ) 力ツコ内の数字は自由度（d . f . ) である。
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れ
る
。
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搌
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log N< log Nr log N{

昭和29年
'申 卒  
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0.536**
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. -■ -
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.0 .3 2 2 *  
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_in»ii ' ■' • ___________

中 卒 ' 嵩 卒 ：
log Ni01 l o g N / log N,n logN/
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う
こ
と
が
セ
き
る
。

.

;

.

し
た
が
.

つ
そ
、'

:

.

..
v

.

.

l

:

:

v

'
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v
 

,
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: 

'

:
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C

.
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:.
-

(

2)

県
别
労
働
カ
流
入
量
は
廣
别
賃
金
水
準
と
正
相
関
し
ノ
賃
金
水
準
の
高
ハ
県
へ
は
ョ
リ
多
量
の
労
働
カ
流
入
が
あ
る

'

論
し
て
も
差
支
次
な
い
。；
:-
:
. 

:-

へ
な
お
、
戦
前
ど
戦
後
の
比
較
.

で
ば
、
前
者
の
賃
金
が
時
間
給
、
後
者
が
月
給
で
あ
る
た
め
、
月
間
総
労
働
時
間
数
の
県
間
分
布
の
'

戦

前

•
戦
後

.

.

.

.

.

.

.

.

.

•
 

- 

- 

- 

- 

-
' 

- 

.

変
化
が
.

問

題

：
と

；
な

る

が

.

.
'
.
.
.
.
,

戦
#*
'

に

つ.
.い

て

も

月

間

劳

働

時

間

数

を

人

手

で

き

-^
い

し

、

、
戦

後

に

は

労.働

基

準

法_
の
.

施
行
に
ょ
り
'

八
時
間
‘

労

働

が

支. 

.

配
的
だ
か
ら
、''
,;
-労
働
時
間
数
が
相
関
を
弱
く
す
る
要
因
に
な
る
と
ば
考
え
ら
れ
な
い
。
む
ろ
ん
時
間
外
労
働
の
問
題
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ

れ
の
結
論
を
左
右
す
を
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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.
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•

(

1

)
；

た
と
え
ば
、

「

：エ
業
統
計
表

」

の
県
別
現
金
給
与
総
額
は
男
女
：別

.

に̂

っ
て
い
な
.

い
-'
0

.

レ
か
し
、：
.

年
間
給
与
と
な
る
の
で
本
節
.

末
に
：述
べ
る
延
労
働
時
間

-

の
関
係
も
あ
っ
て
、.
こ
こ
で
は
相
関
係
数
を
計
算
し
な
か
っ
た
。
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最
後
に
、
:'

一
 

戸
当
り
所
得
、

一
人
当
り
所
得
と
流
出
量
と
^

 

(

逆)
.

相
関
が
.

も
つ
意
味
に
つ
い
て
、;
簡

単

：に

触

れ

る

。
：
わ
、れ

わ

れ

は

、，

出

稼

労
働

(

戦
前)

、
新

規

学

卒

労

働

(

戦
後)

と
，：い
っ
た
非
核
労
働
カ
の
行
1/
,

を
.

問
題
と
し
て
い
る
。
小

尾
‘

尾
崎
叻
教
授
の

(

p

i

再
集
計
資
料
に
ょ 

'

.

'

'

.

•

(

1

)

.

:

ベ
■■
_

.
,
■

.

.
■S

有
業
率
研
究
ヒ
ょ
れ
ば
、
非
核
労
働
カ
の
有
業
率
は
家
計
の
核
所
得
水
準
と
マ
ィ
ナ
；ス
の
相
間
を
も
づ
て
.

い
.

る
。.
れ
れ
わ
れ
が
さ
き
に
見
11
1
.

.

•

<

 

•
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.

 

■

 

-

 

I.

.
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、
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.

 

.

 

I

し

た

(

非
核)

.

労

働

カ

流

出

量

と

県

別

ー

ー

尸

当

り

所

得

.〔

農
家
ル
埒
生
產
額
.(

戦
前)

：ぐ̂
^

^

^

実
で
ぁ
る
。
し
か
1

な
が
ら
、
.
戦
後
の
一
人
当
り
所
得
：.

〔

県
民
平
均
所
得

〕

，
に
つ

い.
て

は
''
.

そ
う
で
は
な
い
。
.

こ
.

れ
'

は
、
家
計
核
所
得
、
非
核
収
入

•

率
を
も
含
む
包
括
的
な
地
域
収
入
水
取
の
.

指
標
で
あ
る
。
fr

規
学
卒
労
働
力
の
流
出
量
と

県
.
民
平
均
所
得
と
.

の
.

逆
相
関
は
、
低
水
準
の
核
収
入
と 

低
水
準
の
非
核
収
入
と
.の
正
相
関
，̂

媒
介
と
し

て

考
え
る
と
き
、
.は
じ

め
て
意
脒
を
も
っ
も
の
で
あ
、る

。

一一

一：四
年
の

一

戸
平
均
農
業
生
産
額
ん
を 

農

家

家

族

人

員

で

除

す

と

，、
一

人

平

均

農

業

生

産

額

が

得

ら

れ

る

。

こ

れ

^

ー
-

年
の
中
卒
労
働
カ
の
県
外
就
業
率

(
N
/
P

ご
，(

N
-
7
P
)
-

と
の
相 

関
を
求
め
れ
ば
、

—
.
2
4
6
,

丨
.

2
00
8

*
 

.と
な
り
、,
ん

.
と

の

相

関
1

.2
4
8
,

丨.
3
2
2
*

よ

が

猶:<
;

な
る
。：.
と
の
事
実
は
、
：.
右
.

の
.
：よ
：ぅ

な

機

構

的

関 

連
を
示
唆
す
る
と
考
.

え
'

て
よ
か
.
.ろ
'

ぅ
。

'
.
.

な
お
，.

戦
前
に
づ
い
て
農
業
所
得
を
選
.

ん
だ
.

の
は
、
.
.
.

(

他
の
県
別
所
得
資
料
が
.

利
用
で
き
な
か
っ
.

た
：た
め
，だ
が
、

ほ
か
G

出

稼

労

»

カ

の

過

半

が

農 

家
出
身
者
.

で
あ
る
と
い
3

事
情
が
あ
っ
た
。
だ
が
出
稼
労
働
者
の
出
身
産
業
構
成
、に
.

つ
い
て
、
確
実
な
証
拠

)

は
乏
し
い
。
戦
後
に
つ
：い

皆

蒼 

主
所
得
を
選
ん
'
だ
の
は
.
、
，新
規
学
卒
者
の
出
身
家
計
が
_

営

業

に

限

ら

れ

て

，い

る

と

と
.：

を

意

味

す

る.も

：の

で

は

な

い

。

農

林

業

自

営

業

主

所

得

B

,
 

と

中

字

県

外

就

業

率

.と

の

相

関

は

1

.

5
3
1
*
*

，
丨
‘ 

5

50 0
-'
*
:-
*

で
、
，さ
き
の
全0

^

平
_

自

営

»

^

所»

と

の

相
_

|

.
0 >
< 0
0 0
^

!

,

,
§
|
よ

り

も
 

低
い
。

ョ
リ
相
関
の
高
い
全
産
業
業
主
所
得
が
選
ば
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま

た

(

g

p

r

(

宅
/

;

?

)

/

は

非

農

林

業

雇

用

者

所

得

^

と

も

逆

相

関 

す

る

(

A

.

6

2

2

J丨
.

5

,

3

3。
.

県
外
就
業
者
の
中
に
は
雇
用
者
家
計
出
身
の
.

学
卒
者
も
含
ま
れ
て
い
よ
ぅ
か
ら
、
ん
と
化
と
を
適
当
に
統
合
し 

て
か
れ
ら
の
出
身
家
計
核
所
得
の
指
標
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
育
に
は
非
核
.
賃
金
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
だ
'

か
ら
、

こ
こ
で
は
そ 

ぅ

，
し

た

お

そ

れ

の

あ

る

^

は
利
用
し
な
.

い
方
が
賢
明
で
あ
ろ
1

。
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(

1

)

小
尾
•

尾

崎「

家
計
の
有
業
率
に
関
す
る
研
究」

経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
'

昭

和

三

六

年

〔

滕
写
刷〕

。

.(

2

)

各
地
域
ひ
職
業
別
ノ
要
素
別
：産
業
別
所
得
は
、

わ
れ
わ
れ
の
仮
説
で
は
所
与
で
あ
る
。
そ
の
形
成
過
程
を
.

あ
き
ら
か
に
す
る
な
ら
ば
、

こ
こ
で
わ
れ

わ 

れ
の
得
た
移
動
量
，
収
入
関
係
の
時
系
列
変
動
：の
解
明
が
：可
能
と
な
.

ろ
う
。

-

.

県
別
め̂

働
力
流
出
入
と
賃
金
，•
所
得
. 

、四

九
.(

四
八
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